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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月15日(2018.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クローズドキャプショニングをコントロールするためのシステムであって、
　ディスプレイデバイスと、
　クローズドキャプショニングコントローラと、
　前記ディスプレイデバイスに対するユーザの視線のロケーションを検知して、前記ロケ
ーションを前記クローズドキャプショニングコントローラへ送信するように構成されてい
るアイトラッキングデバイスとを含み、
　前記クローズドキャプショニングコントローラが、前記ユーザの視線の所定の視線パタ
ーンを認識し、前記所定の視線パターンを検知すると、クローズドキャプショニングテキ
ストの表示を部分的にまたは完全に強調解除するように構成されており、
　前記クローズドキャプショニングコントローラは、
　　前記ディスプレイデバイス上でキャラクターが表示されている領域上で前記ユーザの
視線を検知して、
　　前記ユーザの視線が、前記キャラクターが表示されている前記領域から、前記クロー
ズドキャプショニングテキストが表示されている所定のクローズドキャプショニング表示
領域の外である、前記キャラクターの下の領域へ移動していることを検出して、
　　前記キャラクターによって話された言葉に対応するクローズドキャプショニングテキ
ストを表示するようにさらに構成されている、システム。
【請求項２】
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　クローズドキャプショニングをコントロールするための方法であって、
　ディスプレイデバイスに対するユーザの視線のロケーションを検知するステップと、
　前記ユーザの視線の所定の視線パターンを認識するステップと、
　前記所定の視線パターンを検知すると、クローズドキャプショニングテキストの表示を
部分的にまたは完全に強調解除するステップと、
　前記ディスプレイデバイス上でキャラクターが表示されている領域上で前記ユーザの視
線を検知するステップと、
　前記ユーザの視線が、前記キャラクターが表示されている前記領域から、前記クローズ
ドキャプショニングテキストが表示されている所定のクローズドキャプショニング表示領
域の外である、前記キャラクターの下の領域へ移動していることを検出するステップと、
　前記キャラクターによって話された言葉に対応するクローズドキャプショニングテキス
トを表示するステップとを含む、方法。
【請求項３】
　前記所定の視線パターンを認識するステップは、前記ユーザの視線の前記ロケーション
が、前記クローズドキャプショニングテキストが表示されている前記ディスプレイデバイ
ス上の所定のクローズドキャプショニング表示領域内にあるか否かを特定するステップを
含み、
　前記クローズドキャプショニングテキストの表示を部分的にまたは完全に強調解除する
ステップは、前記ユーザの視線が、所定の期間よりも長い間にわたって前記所定のクロー
ズドキャプショニング表示領域内にない場合には、前記所定のクローズドキャプショニン
グ表示領域における前記クローズドキャプショニングテキストの前記表示を強調解除する
ステップを含む、
　さらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ユーザの視線が、所定の期間よりも長い間にわたって前記所定のクローズドキャプ
ショニング表示領域内にある場合には、前記所定のクローズドキャプショニング表示領域
における前記クローズドキャプショニングテキストの前記表示を再強調するステップ
　をさらに含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ユーザの視線の変化の方向および速度を含む情報に基づいて、前記ユーザの視線が
、前記所定のクローズドキャプショニング表示領域内で、読み取り方向において、読み取
りスピード範囲内であるフィルタリングされたスピードで動いているということを検知す
るステップ
　をさらに含む、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記ユーザの視線が前記所定のクローズドキャプショニング表示領域内にあるが、前記
ユーザの視線の前記フィルタリングされたスピードが前記読み取りスピード範囲から外れ
ていることが検知された場合には、前記所定のクローズドキャプショニング表示領域にお
ける前記クローズドキャプショニングテキストの不透明度を低減させることによって前記
クローズドキャプショニングテキストを強調解除するステップ
　をさらに含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記所定のクローズドキャプショニング表示領域内の前記ユーザの視線の前記スピード
をモニタして、前記ユーザの視線の前記スピードが所定の遅い読み取りスピードしきい値
よりも遅くなっていること、または前記クローズドキャプショニングテキストにおける単
語またはフレーズ内の単語上で少なくとも所定の滞留時間にわたって一時停止しているこ
とが検知された場合には、前記クローズドキャプショニングテキストの前記単語またはフ
レーズに関する補助情報を表示するステップと、前記補助情報を表示する前に、前記ユー
ザの視線の前記スピードが前記所定の遅い読み取りスピードしきい値よりも遅くなってい
ること、または前記クローズドキャプショニングテキストにおける前記単語または前記フ
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レーズ内の単語上で少なくとも所定の滞留時間にわたって一時停止していることを前記コ
ントローラが検知した場合には、前記クローズドキャプショニングテキストにおける前記
単語またはフレーズのサイズまたはフォントのうちの少なくとも１つを変更するステップ
と
　をさらに含む、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記ユーザと前記ディスプレイデバイスとの間における距離をモニタするステップと、
　前記距離が増大した場合には前記クローズドキャプショニングテキストのサイズを増大
させ、前記距離が減少した場合にはクローズドキャプショニングテキストの前記サイズを
減少させるステップと
　をさらに含む、請求項３に記載の方法。
【請求項９】
　前記所定のクローズドキャプショニング表示領域内で以前のキャプションサブ領域およ
び現在のキャプションサブ領域を含む複数の隣接したサブ領域を画定するステップと、
　前記現在のキャプションサブ領域において前記クローズドキャプショニングテキストの
現在のキャプションを表示するステップと、
　前記以前のキャプションサブ領域内で前記ユーザの視線を検知すると、前記以前のキャ
プションサブ領域において前記クローズドキャプショニングテキストの前のキャプション
を表示して、前記現在のキャプションサブ領域において前記現在のキャプションを強調解
除するステップと、
　前記現在のキャプションサブ領域内で前記ユーザの視線を検知すると、前記以前のキャ
プションサブ領域において前記以前のキャプションを強調解除して、前記現在のキャプシ
ョンサブ領域において前記現在のキャプションを再強調するステップと
　をさらに含む、請求項３に記載の方法。
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